
地下水ブックガイド 
 

13.「水みちを探る---井戸と湧泉と地下水の保全のために」 

                水みち研究会編 
けやき出版（1992） 
Ａ5 判(148×210) 
ｐ.69 本体価格 485 円+税 
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紹介コメント 

Ａ5 判でｐ.69 の冊子であるが、図や写真を用いてわかりやすく地下水について解説がさ

れている。翌年に第 2 刷が増刷されているところを見ると広く普及した本である。 
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